
2009年3月期  
決算説明会  

20092009年年33月期月期  
決算決算説明会説明会

本資料には、業績見通し及び事業計画等を記載しております。

それらにつきましては、各資料の作成時点においての経済環境や事業方針などの一定の前提

 
に基づいて作成しております。 従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの業績見通し

 
とは異なる結果となりうることをご承知おき下さい。
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１．2009年3月期  実績１．１．20020099年年33月期月期  実績実績



『『期前半は堅調に推移、期前半は堅調に推移、3Q3Q以降の事業環境激変により需要急減速以降の事業環境激変により需要急減速』』

風力発電や鉄道車両向けのインフラ投資関連での堅調分野を除き、風力発電や鉄道車両向けのインフラ投資関連での堅調分野を除き、
工作機械・建設機械向けなど産業機械需要は大幅減少工作機械・建設機械向けなど産業機械需要は大幅減少

グローバルでの自動車需要不振に加え、客先減産幅の拡大影響グローバルでの自動車需要不振に加え、客先減産幅の拡大影響

半導体半導体、、液晶関連液晶関連向け需要不調向け需要不調
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売上高売上高6,4766,476億円（対前期億円（対前期16.1%16.1%減）、営業利益減）、営業利益

 
221221億円（同億円（同68.1%68.1%減）減）

経常利益経常利益170170億円（同億円（同73.8%73.8%減）、当期純利益減）、当期純利益4646億円（同億円（同89.3%89.3%減）減）

需要急減により緊急収益対策を実施⇒対策効果が期後半に収益寄与需要急減により緊急収益対策を実施⇒対策効果が期後半に収益寄与

＜収益＜収益//ｷｬｯｼｭ対策＞＊労務費削減ｷｬｯｼｭ対策＞＊労務費削減

 
＊設備投資削減＊設備投資削減

＊拡販施策＊拡販施策

 
＊棚卸資産削減＊棚卸資産削減

設備投資を大幅抑制：設備投資を大幅抑制：08.308.3期期

 
520520億円⇒億円⇒09.309.3期期

 
419419億円億円

配当予定：配当予定：08.308.3期期

 
19.019.0円円//年⇒年⇒09.309.3期期

 
14.014.0円円//年（中間年（中間10.010.0円・期末円・期末4.04.0円）円）

事事
 

業業
 

環環
 

境境

決算サマリー決算サマリー

20092009年年33月期月期
 

業績サマリー業績サマリー
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売上高売上高//営業利益営業利益
 

四半期推移四半期推移
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1,829 1,864 1,918
1,532

1,915

1,111

08/3期 09/3期

1,987 2,040

緊急収益改善施策を実行緊急収益改善施策を実行

売上高売上高

需要環境激変需要環境激変



急激な環境変化への対応急激な環境変化への対応

設備投資削減設備投資削減

物量急減に応じた物量急減に応じた
稼動体制見直しと稼動体制見直しと

労務費削減労務費削減

追加的施策推進追加的施策推進

増強設備投資の凍結増強設備投資の凍結

既存設備の有効活用既存設備の有効活用

緊急収益改善施策緊急収益改善施策 09.309.3期対策効果期対策効果

期初計画期初計画

 
：：

 
450450億円億円

通期実績通期実績

 
：：

 
419419億円億円

削減金額削減金額

 
△△3131億円億円

工場減産対応工場減産対応
・操業短縮・操業短縮//直数ダウン直数ダウン

緊急労務費対策緊急労務費対策
・国内外の人員削減実施・国内外の人員削減実施
・取締役・取締役//執行役報酬、執行役報酬、

部課長職給与の減額部課長職給与の減額

販売管理費等経費削減販売管理費等経費削減

拡販活動の加速拡販活動の加速

＊国内外人員削減＊国内外人員削減

＊その他労務費、＊その他労務費、
経費削減経費削減

合合

 
計計

 
6060億円億円

《《労務費等費用削減効果労務費等費用削減効果》》

棚卸資産削減棚卸資産削減 大幅な生産調整実施大幅な生産調整実施

生産生産//販売販売//在庫管理徹底在庫管理徹底 08.308.3月末月末 08.908.9月末月末 08.1208.12月末月末 09.309.3月末月末

1,0181,018 1,1921,192 1,1981,198 1,0671,067

（棚卸資産残高：億円）（棚卸資産残高：億円）
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（億円）（億円） 08/308/3期期

＜実績＞＜実績＞

09/309/3期期

＜実績＞＜実績＞

対前対前期期
増減額増減額

対対前期前期
伸び率伸び率

売上高売上高 7,7207,720 6,4766,476 --1,2441,244 --16.1%16.1%
営業利益営業利益 693693 221221 --472472 --68.1%68.1%
＜営業利益率＞＜営業利益率＞ ＜＜9.0%9.0%＞＞ ＜＜3.4%3.4%＞＞
経常利益経常利益 649649 170170 --479479 --73.8%73.8%

特別利益特別利益 88 55 --33 --39.4%39.4%
特別損失特別損失

 

（（※※）） 2121 7272 +51+51 --
税引前利益税引前利益 636636 103103 --533533 --83.8%83.8%
当期純利益当期純利益 426426 4646 --380380 --89.3%89.3%
（換算ﾚｰﾄ（換算ﾚｰﾄ1US$=1US$=）） ((¥¥114.55)114.55) ((¥¥100.74)100.74)
（（

 

〃〃

 

1EURO=1EURO=）） ((¥¥162.22)162.22) ((¥¥144.47)144.47)

【【主要指標主要指標】】
ROEROE 16.1%16.1% 1.8%1.8%
NetNet D/ED/Eレシオレシオ 0.560.56倍倍 0.850.85倍倍
棚卸回転数棚卸回転数 7.57.5回転回転 6.26.2回転回転

20092009年年33月期月期
 

通期通期業績サマリー業績サマリー

投資有価証券評価損投資有価証券評価損 3939
事業構造改善費用事業構造改善費用 3333

合合

 

計計 7272

（億円）（億円）
09/309/3期期

特別損失内訳特別損失内訳

（（※※））



売上高・営業利益売上高・営業利益［事業セグメント別］［事業セグメント別］
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（億円）（億円） 08/308/3期期
＜実績＞＜実績＞

09/309/3期期
＜実績＞＜実績＞

対対前期前期
増減額増減額

対対前期前期
伸び率伸び率

売上高売上高 7,7207,720 6,4766,476 --1,2441,244 --16.1%16.1%
産業機械軸受産業機械軸受 2,3912,391 2,0952,095 --296296 --12.4%12.4%
自動車関連製品自動車関連製品 4,3574,357 3,5253,525 --832832 --19.1%19.1%
精機製品精機製品 682682 575575 --107107 --15.7%15.7%
その他その他 562562 507507 --5555 --9.9%9.9%
消去消去 --272272 --226226 +46+46 --

営業利益営業利益 693693 <9.0%><9.0%> 221221 <3.4%><3.4%> --472472 --68.1%68.1%
産業機械軸受産業機械軸受 335335 <14.0%><14.0%> 195195 <9.3%><9.3%> --140140 --41.9%41.9%
自動車関連製品自動車関連製品 307307 <7.0%><7.0%> 6868 <1.9%><1.9%> --239239 --77.8%77.8%
精機製品精機製品 8686 <12.6%><12.6%> 55 <0.9%><0.9%> --8181 --93.9%93.9%
その他その他 2828 <5.1%><5.1%> 88 <1.6%><1.6%> --2020 --70.7%70.7%
全社費用全社費用 --6363 --5555 +8+8 --



セグメント業績：産業機械軸受セグメント業績：産業機械軸受
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（億円）
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△△12.4%12.4%

△△41.9%41.9%

風力発電・鉄道車両向け等、環境・インフラ関風力発電・鉄道車両向け等、環境・インフラ関
連需要は堅調連需要は堅調

一般産業向けは期前半まで高水準に推移、後一般産業向けは期前半まで高水準に推移、後

 半から設備投資需要の落ち込みによる工作機半から設備投資需要の落ち込みによる工作機

 械や鉄鋼向けなど需要急減速械や鉄鋼向けなど需要急減速

新規代理店の開拓などｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ施策を継続新規代理店の開拓などｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ施策を継続

 したものの、代理店での在庫調整が影響したものの、代理店での在庫調整が影響

製品値上や収益対策効果があるものの、物量製品値上や収益対策効果があるものの、物量

 減、鋼材価格上昇や為替円高による外部要因減、鋼材価格上昇や為替円高による外部要因

 のほか、減価償却費の増加、藤沢第二工場立のほか、減価償却費の増加、藤沢第二工場立

 上げ費用等が影響上げ費用等が影響

大幅減益ながら会社全体収益を下支え大幅減益ながら会社全体収益を下支え

売売

 

上上

 

高高

営業利益営業利益／／営業利益率営業利益率



セグメント業績：自動車関連製品セグメント業績：自動車関連製品
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（億円）

4,357

3,525

0

1000

2000

3000

4000

5000

08/3期 09/3期

307

68

0

100

200

300

400

08/3期 09/3期

（億円）

△△19.1%19.1%

△△77.8%77.8%

7.0%

1.9%

外部調達費用削減や収益対策効果などが寄与外部調達費用削減や収益対策効果などが寄与

 したものの、物量減・鋼材価格上昇・為替円高したものの、物量減・鋼材価格上昇・為替円高

 影響・売価ダウン等が影響影響・売価ダウン等が影響

期後半は、客先の在庫調整に加えて社内在庫期後半は、客先の在庫調整に加えて社内在庫

 削減による工場操業度低下もマイナスに影響削減による工場操業度低下もマイナスに影響

日本の期前半は輸出向け牽引等により堅調、日本の期前半は輸出向け牽引等により堅調、

 後半は自動車メーカーの減産影響を受け、後半は自動車メーカーの減産影響を受け、4Q4Q

 売上は大幅減少売上は大幅減少

米州、欧州ともに自動車販売不調の影響によ米州、欧州ともに自動車販売不調の影響によ

 り売上減少り売上減少

アジアでは中国が増加したものの、アセアン地アジアでは中国が増加したものの、アセアン地

 域で減少域で減少

売売

 

上上

 

高高

営業利益営業利益／／営業利益率営業利益率



セグメント業績：精機製品セグメント業績：精機製品
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（億円）
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△△15.7%15.7%

△△93.9%93.9%

設備投資減の影響により工作機械向け、設備投資減の影響により工作機械向け、

 及び射出成型機向け需要が急減速及び射出成型機向け需要が急減速

半導体・液晶関連向け需要も不調継続半導体・液晶関連向け需要も不調継続

主にアジアでの設備投資増により液晶露光主にアジアでの設備投資増により液晶露光

 装置が増加装置が増加

労務費・経費削減の収益対策を実行する労務費・経費削減の収益対策を実行する

 も、直動製品・メカトロ製品の物量大幅減、も、直動製品・メカトロ製品の物量大幅減、

 社内在庫削減による操業度ダウンが影響社内在庫削減による操業度ダウンが影響

新市場分野への売上拡大と労務費削減新市場分野への売上拡大と労務費削減

 等による生産性改善が急務等による生産性改善が急務

売売

 

上上

 

高高

営業利益営業利益／／営業利益率営業利益率
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（億円）

’09.3期

’08.3期

△△559559億円億円

++8787億円億円

△△472472億円億円

前前期期差額差額

△102

その他

 
費用増加

△35

売価
ダウン

693億円

営業利益営業利益
 

増減内訳増減内訳（（’’08.308.3期⇒期⇒’’09.309.3期）期）

外部調達費用

 
削減他の効果

△365

物量減
影響

収益対策
効果

+60

+27 221億円

△57

為替
影響



売上高・営業利益［法人所在地別］売上高・営業利益［法人所在地別］
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（億円）（億円） 08/308/3期期
＜実績＞＜実績＞

09/309/3期期
＜実績＞＜実績＞

対対前期前期
増減額増減額

対対前期前期
伸び率伸び率

売上高売上高 7,7207,720 6,4766,476 --1,2441,244 --16.1%16.1%
日本日本 5,5805,580 4,7944,794 --786786 --14.1%14.1%
米州米州 1,0601,060 782782 --278278 --26.2%26.2%
欧州欧州 1,4001,400 1,1461,146 --254254 --18.1%18.1%
アジアアジア 1,1801,180 1,0851,085 --9595 --8.1%8.1%
消去消去 --1,5001,500 --1,3311,331 +169+169 --

営業利益営業利益 693693 <9.0%><9.0%> 221221 <3.4%><3.4%> --472472 --68.1%68.1%
日本日本 468468 <8.4%><8.4%> 6666 <1.4%><1.4%> --402402 --86.0%86.0%
米州米州 4949 <4.6%><4.6%> 99 <1.2%><1.2%> --4040 --81.0%81.0%
欧州欧州 101101 <7.2%><7.2%> 9494 <8.2%><8.2%> --77 --7.0%7.0%
アジアアジア 132132 <11.2%><11.2%> 9696 <8.8%><8.8%> --3636 --27.5%27.5%
消去消去//全社費用全社費用 --5757 --4444 +13+13 --
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（億円）8.4%

1.4%

北米における自動車関連、精機製品の需要低迷によ北米における自動車関連、精機製品の需要低迷によ

 
る物量減や鋼材価格上昇影響等により、営業利益はる物量減や鋼材価格上昇影響等により、営業利益は

 
対前期対前期

 

81.0%81.0%減減

外部調達費用削減・製品値上・収益対策効果があるも外部調達費用削減・製品値上・収益対策効果があるも
のの、物量減・鋼材価格上昇・為替円高・売価ダウン・のの、物量減・鋼材価格上昇・為替円高・売価ダウン・

 
減価償却費増等により、営業利益は対前期減価償却費増等により、営業利益は対前期 86.0%86.0%減減

売上高・営業利益［法人所在地別］売上高・営業利益［法人所在地別］

08/308/3期期 09/309/3期期

（億円）
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営業利益率 4.6%

1.2%

8.2%
7.2%

中国での自動車向け増が利益寄与したものの、アセ中国での自動車向け増が利益寄与したものの、アセ

 
アンでの自動車・産業機械向け売上減の影響等によアンでの自動車・産業機械向け売上減の影響等によ

 
り、営業利益は対前期り、営業利益は対前期

 

27.5%27.5%減減

物量減や鋼材価格上昇等の影響があったものの、外物量減や鋼材価格上昇等の影響があったものの、外

 
部調達費用削減や製品値上の効果に加えてユーロに部調達費用削減や製品値上の効果に加えてユーロに

 
対するポンド安のプラス影響により、営業利益は対前対するポンド安のプラス影響により、営業利益は対前

 
期減益ながら期減益ながら

 

7.0%7.0%減に留まる減に留まる

1,180 1,085
132

96

0

500

1,000

1,500

2,000

0

50

100

150

200

250

300

08/308/3期期 09/309/3期期

8.8%

11.2%

1,400
1,146

101 94

0

500

1,000

1,500

2,000

0

50

100

150

200

250

300

08/308/3期期 09/309/3期期

米 州

欧 州 アジア

13

（億円）

（億円） （億円）
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売上高［顧客地域別］売上高［顧客地域別］

3,234

787

1,119

1,336

3,889

1,073

1,339

1,419

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

7,720

6,476

08/308/3期期 09/309/3期期

鉄道車両向け堅調なるも、設備投資減速によ鉄道車両向け堅調なるも、設備投資減速によ

 
る工作る工作//一般産業機械向け一般産業機械向けやや自動車自動車向け向け及び及び

 
精機製品が減少精機製品が減少

北米の自動車販売低迷や半導体関連の需要北米の自動車販売低迷や半導体関連の需要

停滞により売上減少停滞により売上減少

風力発電向けが増加したものの、風力発電向けが増加したものの、一般産業一般産業

 
機械向け機械向け及び及び自動車向け自動車向けが減少が減少

中国での自動車軸受や液晶露光装置が増中国での自動車軸受や液晶露光装置が増

 加したものの、アセアン地域で減少加したものの、アセアン地域で減少

（億円）

△△16.9%16.9%

顧客地域別売上高顧客地域別売上高

日本日本 米州米州 欧州欧州 アジアアジア

アジア
18.4%

米州
13.9%

日本
50.4%欧州

17.3%

アジア
20.6%

米州
12.2%

日本
49.9%欧州

17.3%

△△26.6%26.6%

△△16.4%16.4%

△△5.9%5.9%



3,746

4,044
3,696

4,242

8,286

7,442

2,943
2,103

2,838 2,488

2,8512,505

7,442

8,286

負債／純資産

31.4%32.3%

固定資産固定資産 流動資産流動資産 純資産純資産 固定負債固定負債 流動負債流動負債 自己資本比率自己資本比率

（億円） （億円）

貸借対照表貸借対照表
資 産

08/308/3期末期末 09/309/3期期末末
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対前期差対前期差

--348348

--496496

対前期差対前期差

--840840

+346+346

--350350

--844844 --844844

100.19 100.19 98.2398.23
158.19158.19 129.84129.84

換算ﾚｰﾄ：上段換算ﾚｰﾄ：上段US$US$ 下段下段EUROEURO

08/308/3期末期末 09/309/3期期末末

換算ﾚｰﾄ：上段換算ﾚｰﾄ：上段US$US$ 下段下段EUROEURO

100.19 100.19 98.2398.23
158.19158.19 129.84129.84



（億円）

棚卸資産

有利子負債

505472

562546

1,0671,018

7.5

6.2

（億円）

2,7362,302

496
342

3,232

2,644

日本日本 海外海外 Net D/ENet D/Eﾚｼｵﾚｼｵ

0.56

0.85

08/308/3期末期末 09/309/3期末期末

245
308

174

212
419

520
（億円）

設備投資

249228

136146

385374
（億円）

減価償却費

棚卸資産棚卸資産//有利子負債有利子負債、設備投資、設備投資//減価償却費減価償却費

日本日本 海外海外 棚卸資産回転数棚卸資産回転数 日本日本 海外海外

日本日本 海外海外

16 08/308/3期末期末 09/309/3期末期末

08/308/3期末期末 09/309/3期末期末

08/308/3期末期末 09/309/3期末期末



17

2．2010年3月期  予想22．．20201010年年33月期月期  予想予想



売上売上5,5005,500億円億円//営業利益営業利益3030億円億円//経常利益△経常利益△5050億円億円//当期純利益△当期純利益△3535億円億円
⇒厳しい事業環境において営業黒字確保を目指す⇒厳しい事業環境において営業黒字確保を目指す

為替前提：為替前提：US$=95US$=95円、ﾕｰﾛ円、ﾕｰﾛ=125=125円円

 
（前期（前期US$=100.74US$=100.74円円//ﾕｰﾛﾕｰﾛ=144.47=144.47円）円）

18

20102010年年33月期月期
 

通期業績予想通期業績予想

業績予想業績予想

事業環境予想事業環境予想

－在庫調整は－在庫調整は2Q2Qで終了し、後半から生産回復方向－で終了し、後半から生産回復方向－

－中国、米国をはじめ各国の財政支出による景気刺激効果期待－－中国、米国をはじめ各国の財政支出による景気刺激効果期待－

日日

 
本：本：

＊工作機械／産業機械＊工作機械／産業機械

 
全般的に需要底這いが継続全般的に需要底這いが継続

＊自動車生産台数＊自動車生産台数

 
2Q2Q以降緩やかな回復を予想するも以降緩やかな回復を予想するも生産台数生産台数前年割れ前年割れ

＊半導体／液晶関連＊半導体／液晶関連

 
半導体、液晶関連ともに需要低迷半導体、液晶関連ともに需要低迷

米米

 
州：州：

 
米国景気反転は期後半以降、北米自動車需要は低調継続米国景気反転は期後半以降、北米自動車需要は低調継続

欧欧

 
州：州：

 
景気調整局面が継続景気調整局面が継続

アジア：アジア：

 
中国中国は緩やかに景気回復、アセアンは全体的に低調は緩やかに景気回復、アセアンは全体的に低調
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20102010年年33月期月期
 

通期通期業績予想業績予想

（億円）（億円） 0909年年33月期月期 1010年年33月期月期

前半前半

＜実績＞＜実績＞

後半後半

＜実績＞＜実績＞

通期通期

＜実績＞＜実績＞

前半前半

＜予想＞＜予想＞

後半後半

＜予想＞＜予想＞

通期通期

＜予想＞＜予想＞

対前期対前期
増減額増減額

対前期対前期
伸び率伸び率

売上高売上高 3,8333,833 2,6432,643 6,4766,476 2,5002,500 3,0003,000 5,5005,500 --976976 --15.1%15.1%

営業利益営業利益 286286 --6565 221221 --7070 100100 3030 --191191 --86.4%86.4%

＜営業利益率＞＜営業利益率＞ <7.5%><7.5%> <<--2.5%>2.5%> <3.4%><3.4%> <<--2.8%>2.8%> <3.3%><3.3%> <0.5%><0.5%>

経常利益経常利益 289289 --119119 170170 --120120 7070 --5050 --220220 --

税引前利益税引前利益 277277 --174174 103103 --120120 7070 --5050 --153153 --

当期純利益当期純利益 177177 --131131 4646 --8585 5050 --3535 --8181 --
((換算ﾚｰﾄ換算ﾚｰﾄ1US$=)1US$=) ((¥¥105.95)105.95) ((¥¥95.54)95.54) ((¥¥100.74)100.74) ((¥¥95)95) →→ →→

(   (   〃〃

 

1EURO=)1EURO=) ((¥¥162.88)162.88) ((¥¥126.05)126.05) ((¥¥144.47)144.47) ((¥¥125)125) →→ →→



20102010年年33月期月期
 

予想予想［事業セグメント別］［事業セグメント別］
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（億円）（億円） 0909年年33月期月期 1010年年33月期月期

前半前半
＜実績＞＜実績＞

後半後半
＜実績＞＜実績＞

通期通期
＜実績＞＜実績＞

前半前半
＜予想＞＜予想＞

後半後半
＜予想＞＜予想＞

通期通期
＜予想＞＜予想＞

対前期対前期

増減額増減額
対前期対前期

伸び率伸び率

売上高売上高 3,8333,833 2,6432,643 6,4766,476 2,5002,500 3,0003,000 5,5005,500 --976976 --15.1%15.1%

産業機械軸受産業機械軸受 1,2171,217 878878 2,0952,095 850850 1,0001,000 1,8501,850 --245245 --11.7%11.7%

自動車関連製品自動車関連製品 2,1412,141 1,3841,384 3,5253,525 1,4001,400 1,7001,700 3,1003,100 --425425 --12.0%12.0%

精機製品精機製品 311311 264264 575575 150150 200200 350350 --225225 --39.1%39.1%

その他その他 299299 208208 507507 180180 190190 370370 --137137 --27.0%27.0%

消去消去 --135135 --9191 --226226 --8080 --9090 --170170 +56+56 --

営業利益営業利益 286286 <7.5%><7.5%> --6565 <<--2.5%>2.5%> 221221 <3.4%><3.4%> --7070 <<--2.8%>2.8%> 100100 <3.3%><3.3%> 3030 <<--0.5%>0.5%> --191191 --86.4%86.4%

産業機械軸受産業機械軸受 162162 <13.3%><13.3%> 3333 <3.7%><3.7%> 195195 <9.3%><9.3%> 3535 <4.1%><4.1%> 9595 <9.5%><9.5%> 130130 <7.0%><7.0%> --6565 --33.2%33.2%

自動車関連製品自動車関連製品 108108 <5.1%><5.1%> --4040 <<--2.9%>2.9%> 6868 <1.9%><1.9%> --2020 <<--1.4%>1.4%> 5555 <3.2%><3.2%> 3535 <1.1%><1.1%> --3333 --48.6%48.6%

精機製品精機製品 3030 <9.6%><9.6%> --2525 <<--9.3%>9.3%> 55 <0.9%><0.9%> --4545<<--30.0%>30.0%> --2020<<--10.0%>10.0%> --6565 <<--18.6%>18.6%> --7070 --

その他その他 1818 <5.9%><5.9%> --1010 <<--4.5%>4.5%> 88 <1.6%><1.6%> --1515 <<--8.3%>8.3%> --55 <<--2.6%>2.6%> --2020 <<--5.4%>5.4%> --2828 --

全社費用全社費用 --3232 --2323 --5555 --2525 --2525 --5050 +5+5 --
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（億円）

’10.3期予想

’09.3期

△△431431億円億円

++240240億円億円

△△191191億円億円

前前期期差額差額

△41

その他

 
費用増加

221億円

営業利益営業利益
 

増減内訳増減内訳（（’’09.309.3期⇒期⇒’’10.310.3期期予想予想））

△290

物量減
影響

△65

収益対策

効果

+140

+100 30億円

△35

売価
ダウン

外部調達費

 
用削減他の

 
効果

為替
影響



20102010年年33月期月期
 

予想予想［法人所在地別］［法人所在地別］
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（億円）（億円） 0909年年33月期月期 1010年年33月期月期

前半前半
＜実績＞＜実績＞

後半後半
＜実績＞＜実績＞

通期通期
＜実績＞＜実績＞

前半前半
＜予想＞＜予想＞

後半後半
＜予想＞＜予想＞

通期通期
＜予想＞＜予想＞

対前期対前期
増減額増減額

対前期対前期
伸び率伸び率

売上高売上高 3,8333,833 2,6432,643 6,4766,476 2,5002,500 3,0003,000 5,5005,500 --976976 --15.1%15.1%

日本日本 2,8152,815 1,9791,979 4,7944,794 1,8301,830 2,1502,150 3,9803,980 --814814 --17.0%17.0%

米州米州 490490 292292 782782 300300 390390 690690 --9292 --11.8%11.8%

欧州欧州 717717 429429 1,1461,146 430430 490490 920920 --226226 --19.7%19.7%

アジアアジア 610610 475475 1,0851,085 420420 510510 930930 --155155 --14.3%14.3%

消去消去 --799799 --532532 --1,3311,331 --480480 --540540 --1,0201,020 311311 --

営業利益営業利益 286286 <7.5%><7.5%> --6565 <<--2.5%>2.5%> 221221 <3.4%><3.4%> --7070 <<--2.8%>2.8%> 100100 <3.3%><3.3%> 3030 <0.5%><0.5%> --191191 --86.4%86.4%

日本日本 164164 <5.8%><5.8%> --9898 <<--5.0%>5.0%> 6666 <1.4%><1.4%> --5050 <<--2.7%>2.7%> 5555 <2.6%><2.6%> 55 <0.1%><0.1%> --6161 --92.4%92.4%

米州米州 2222 <4.4%><4.4%> --1313 <<--4.2%>4.2%> 99 <1.2%><1.2%> --1010 <<--3.3%>3.3%> 1515 <3.8%><3.8%> 55 <0.7%><0.7%> --44 --44.4%44.4%

欧州欧州 6161 <8.5%><8.5%> 3333 <7.7%><7.7%> 9494 <8.2%><8.2%> 55 <1.1%><1.1%> 1515 <3.1%><3.1%> 2020 <2.2%><2.2%> --7474 --78.7%78.7%

アジアアジア 6767 <11.0%><11.0%> 2929 <6.0%><6.0%> 9696 <8.8%><8.8%> 1515 <3.6%><3.6%> 4545 <8.8%><8.8%> 6060 <6.5%><6.5%> --3636 --37.5%37.5%

消去消去//全社費用全社費用 --2828 --1616 --4444 --3030 --3030 --6060 --1616 --
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20102010年年33月期月期
 

予想予想［顧客地域別売上高］［顧客地域別売上高］
（億円）（億円） 0909年年33月期月期 1010年年33月期月期

前半前半

＜実績＞＜実績＞

後半後半

＜実績＞＜実績＞

通期通期

＜実績＞＜実績＞

前半前半

＜予想＞＜予想＞

後半後半

＜予想＞＜予想＞

通期通期

＜予想＞＜予想＞
対前期対前期
増減額増減額

対前期対前期
伸び率伸び率

売上高売上高 3,8333,833 2,6432,643 6,4766,476 2,5002,500 3,0003,000 5,5005,500 --976976 --15.1%15.1%

日本日本 1,9291,929 1,3051,305 3,2343,234 1,2401,240 1,4701,470 2,7102,710 --524524 --16.2%16.2%

海外合計海外合計 1,9041,904 1,3381,338 3,2423,242 1,2601,260 1,5301,530 2,7902,790 --452452 --13.9%13.9%

（海外比率）（海外比率） (49.7%)(49.7%) (50.6%)(50.6%) (50.1%)(50.1%) (50.4%)(50.4%) (51.0%)(51.0%) (50.7%)(50.7%)

米州米州 494494 293293 787787 300300 390390 690690 --9797 --12.3%12.3%

欧州欧州 692692 427427 1,1191,119 430430 500500 930930 --189189 --16.9%16.9%

アジアアジア 718718 618618 1,3361,336 530530 640640 1,1701,170 --166166 --12.4%12.4%
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3．2010年3月期重点施策33．．20102010年年33月期重点施策月期重点施策
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20102010年年33月期の重点施策月期の重点施策

2,500

3,833
4,027

3,693

3,0002,643

100

△ 70△ 65

286
377

316

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

08/3前半 08/3後半 09/3前半 09/3後半 10/3前半 10/3後半

△400

△300
△200

△100

0

100

200

300

400

500
(売上高：億円)

売上高売上高

10/310/3期後半から需要は緩やかに上向くと予想する期後半から需要は緩やかに上向くと予想する

 ものの、本格的な回復はものの、本格的な回復は20112011年年33月期以降と予想月期以降と予想

営業利益営業利益

(営業利益：億円)業績推移業績推移

10/310/3期予想期予想

収益･ｷｬｯｼｭ改善施策の収益･ｷｬｯｼｭ改善施策の
継続･徹底継続･徹底

事業基盤の強化・再構築事業基盤の強化・再構築

■■■ 通期黒字通期黒字確保確保

■■■
次なる成長に向け次なる成長に向け

 た事業基盤構築た事業基盤構築
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ⅠⅠ．収益･ｷｬｯｼｭ改善施策の継続・徹底．収益･ｷｬｯｼｭ改善施策の継続・徹底

－対前期実績の半減以下－対前期実績の半減以下《《09/309/3期期

 
419419億円⇒億円⇒10/310/3期期

 
200200億円億円》》

棚卸資産圧縮棚卸資産圧縮

原価低減活動の徹底推進原価低減活動の徹底推進

－需要動向を注視しながら回転数の向上を図る－需要動向を注視しながら回転数の向上を図る

－需要環境に即応した鋼材ｺｽﾄﾀﾞｳﾝの獲得－需要環境に即応した鋼材ｺｽﾄﾀﾞｳﾝの獲得
－ﾘｿｰｽの集中投入による－ﾘｿｰｽの集中投入によるVA/VEVA/VE

設備投資圧縮設備投資圧縮

全セグメントにおける徹底的な拡販の推進と体制整備全セグメントにおける徹底的な拡販の推進と体制整備

グローバルな生産体制の再構築グローバルな生産体制の再構築



27

ⅡⅡ．事業基盤の強化・再構築．事業基盤の強化・再構築
販売体制（日本）の再編販売体制（日本）の再編

顧客軸の更なる深化顧客軸の更なる深化、徹底拡販、徹底拡販

顧客満足度向上顧客満足度向上
（対応スピードアップ）（対応スピードアップ）

営業営業効率向上効率向上
（戦略的リソース投入）（戦略的リソース投入）

営業営業力強化力強化

NSKNSK総合力のフル活用総合力のフル活用
（軸受＋精機製品）（軸受＋精機製品）

0909年年77月月11日新体制スタート日新体制スタート

販売部門統合販売部門統合

産業機械軸受産業機械軸受 精機製品精機製品

NSKNSK本体に吸収本体に吸収

NSKNSK販売販売㈱㈱
NNSKSKﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ㈱ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ㈱

販売部門販売部門



ⅡⅡ．事業基盤の強化・再構築．事業基盤の強化・再構築

埼玉工場埼玉工場

NSKNSK福島福島
藤沢工場藤沢工場

ころころ軸受軸受
主力工場主力工場 品種品種

移管移管

品種集中による生産効率向上品種集中による生産効率向上

内製化による付加価値拡大内製化による付加価値拡大

リソース有効活用リソース有効活用

日本：日本：ころころ軸受の生産力強化軸受の生産力強化ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ：最適地生産によるｺｽﾄﾀﾞｳﾝｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ：最適地生産によるｺｽﾄﾀﾞｳﾝ
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【【日本日本】】
NSKNSK福島福島

【【ｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱ】】
NSKNSKｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

【【中国中国】】
昆山昆山NSKNSK

【【米国米国】】
ｸﾗﾘﾝﾀﾞ工場ｸﾗﾘﾝﾀﾞ工場

品種移管

小径軸受

【【日本日本】】
石部工場石部工場

【【英国英国】】
ﾋﾟｰﾀﾘｰ工場ﾋﾟｰﾀﾘｰ工場

自動車軸受

並径軸受

グローバル生産体制の再編（軸受）グローバル生産体制の再編（軸受）

生産拠点の再編・集中による収益力向上生産拠点の再編・集中による収益力向上

【【中国中国】】
常熟常熟NSKNSK

【【日本日本】】
NSKNSKﾆｰﾄﾞﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾆｰﾄﾞﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ

ﾀﾍﾟｯﾄﾛｰﾗｰ
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中国研究開発法人中国研究開発法人(CTC) (CTC) 新拠点での活動開始新拠点での活動開始

中国内での自己完結体制中国内での自己完結体制
（開発設計から顧客への技術（開発設計から顧客への技術

ｻﾎﾟｰﾄまでｶﾊﾞｰ）ｻﾎﾟｰﾄまでｶﾊﾞｰ）

全セグメントをカバー全セグメントをカバー
（自動車（自動車//産業機械軸受産業機械軸受//精機製品）精機製品）

売る技術の強化売る技術の強化

成長する成長する中国事業の強化・拡大を支える技術基盤中国事業の強化・拡大を支える技術基盤

NSKNSKｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ技術拠点ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ技術拠点

0909年年77月完成予定月完成予定

江蘇省江蘇省
昆山市昆山市

ⅡⅡ．事業基盤の強化・再構築．事業基盤の強化・再構築



30

自動車関連製品：案件受注強化と将来基盤の構築自動車関連製品：案件受注強化と将来基盤の構築

製品を
広げる

海外を
伸ばす

ｺｽﾄ構造
を変える

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

ⅡⅡ．事業基盤の強化・再構築．事業基盤の強化・再構築

【【次世代事業基盤の強化・構築次世代事業基盤の強化・構築】】

＜＜

 
環境対応環境対応

 
・・

 
インテリジェント化インテリジェント化

 
＞＞

電動化（電動化（EPSEPS、、by Wireby Wire））

ドライブトレインの多様化ドライブトレインの多様化

内燃機関の高度化（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ、電気自動車、燃料電池車）内燃機関の高度化（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ、電気自動車、燃料電池車）

【【グローバルビジネス拡大グローバルビジネス拡大】】

成長市場への継続的取り組み（新興国成長市場への継続的取り組み（新興国//小型車）小型車）

グローバル客先グローバル客先

 
とのビジネス拡大とのビジネス拡大

【【
 

コスト力強化施策コスト力強化施策】】

設計の統合・標準化、部品の共有化設計の統合・標準化、部品の共有化

直接費の更なる削減、直接費の更なる削減、

 
内製化内製化

現地調達拡充、現地生産化、現地調達拡充、現地生産化、

 
地域内生産の最適化地域内生産の最適化



【【ｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ分野拡販ｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ分野拡販】】

■■■

■■■ ■■■

【【重点拡販分野の強化重点拡販分野の強化】】

【【生産・販売体制の強化生産・販売体制の強化】】

産業機械軸受：グローバル拡販に徹底集中産業機械軸受：グローバル拡販に徹底集中

■■■

■■■

成長市場の徹底攻略成長市場の徹底攻略
-- 風力風力//鉱山鉱山//鉄道車両鉄道車両//太陽光太陽光

未開拓地域の徹底拡販未開拓地域の徹底拡販
-- 中国内陸部中国内陸部//ｲﾝﾄﾞｲﾝﾄﾞ//中東中東//中南米中南米

グローバル代理店網フル活用グローバル代理店網フル活用
による拡販による拡販
--

 
販売チャンネル拡大（新規店開拓）販売チャンネル拡大（新規店開拓）

-- 技術サービス力強化技術サービス力強化

生産体質の強化生産体質の強化
-- グローバル生産拠点の再編・集中グローバル生産拠点の再編・集中

販売体制の強化販売体制の強化
-- 国内販売体制再編による営業力強化国内販売体制再編による営業力強化
-- 営業現場への人員強化営業現場への人員強化//成長市場への戦略的投入成長市場への戦略的投入
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ⅡⅡ．事業基盤の強化・再構築．事業基盤の強化・再構築

拡販に繋げる体制整備拡販に繋げる体制整備
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軸受販売ﾁｬﾝﾈﾙ活用による攻略軸受販売ﾁｬﾝﾈﾙ活用による攻略

太陽光発電、ﾘﾁｳﾑ電池、太陽光発電、ﾘﾁｳﾑ電池、
燃料電池、原子力燃料電池、原子力
医療、ﾊﾞｲｵ医療、ﾊﾞｲｵ

中国：工作機械・液晶・半導体中国：工作機械・液晶・半導体
インド：工作機械インド：工作機械

精機製品：抜本的な事業構造の再構築精機製品：抜本的な事業構造の再構築

■■■

■■■

ⅡⅡ．事業基盤の強化・再構築．事業基盤の強化・再構築

【【新興地域事業基盤強化新興地域事業基盤強化】】

【【新成長分野開拓新成長分野開拓】】

【【代理店ﾋﾞｼﾞﾈｽ拡大代理店ﾋﾞｼﾞﾈｽ拡大】】

直動製品・メカトロ製品直動製品・メカトロ製品

■■■

■■■

■■■

■■■

■■■

生産拠点、生産品種の再編成生産拠点、生産品種の再編成

外製化によるコストダウン外製化によるコストダウン

コスト構造の改革コスト構造の改革コスト構造の改革事業基盤拡大事業基盤拡大事業基盤拡大

【【固定費の徹底的な削減固定費の徹底的な削減】】
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（億円）（億円） 0808年年33月期月期 0909年年33月期月期 1010年年33月期月期
実績実績 実績実績 予想予想

設備投資設備投資（＊）（＊） 520520 419419 200200
日本日本 308308 243243 115115
海外海外 212212 174174 8585

米州米州 3838 2222 1212
欧州欧州 7777 3535 1313
アジアアジア 9797 117117 6060

（億円）（億円） 0808年年33月期月期 0909年年33月期月期 1010年年33月期月期

実績実績 実績実績 予想予想

減価減価償却費償却費（＊）（＊） 374374 385385 365365

（億円）（億円） 0808年年33月期月期 0909年年33月期月期 1010年年33月期月期

実績実績 実績実績 予想予想

研究開発費研究開発費 102102 107107 100100

--0909年年33月期月期/10/10年年33月期月期
 

補足情報補足情報--

＊無形固定資産を除く＊無形固定資産を除く

＊無形固定資産を除く＊無形固定資産を除く
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